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　　著者の１人，郷右近は平成 25 年（2013 年）の京都
府立大学地域貢献型学術研究を契機として京都府北






















東西方向に 100m，南北方向に幅 100m の帯状の範囲
を調査域とした。2015 年６月 18 日 10 時 30 分から 11
時までの約 30 分にハマボウフウ Glehnia littoralis 
花序上に静止している昆虫類，および飛翔中のハチ類
を歩行しながらの見つけ取りによって２名で採集した。
また，2016 年６月 10 日９時 30 分から 10 時 40 分ま
での約１時間にハマボウフウ花序上に静止している昆
虫類を１名が歩行しながらの見つけ取りによって同様




方向に 200m，南北方向に幅 50m の帯状の範囲を調査
域とした。平では 2016 年６月 11 日 10 時から 11 時ま
での約１時間，および 13 時 30 分から 14 時の約 30 分
にハマボウフウ花序上に静止している昆虫類，および
飛翔中のハチ類を１名が歩行しながらの見つけ取りに
よって採集した。また，2016 年 8 月 31 日には１名が
歩行しながらの見つけ取り法で，午前から午後にか
けての約２時間 30 分の間に主としてハマゴウ Vitex 
rotundifolia 群落で発見したハチ類を採集した。
　　琴引浜（京丹後市）では 2016 年８月 31 日９時 30
分から１時間の間に，約３m x ５m の範囲において
開花中のトウテイランの花に静止したハチ類を採集ま
たは写真撮影した。なお，久僧（京丹後市）の海浜に














　　西神崎では２か年３回の調査合計で 21 種 92 匹，平
では１か年２回の調査で 22 種 80 匹を採集した。琴引











Apis (Apis) mellifera が優占していることにあった。
ハマボウフウの訪花者





















では，ヤマトヌカダカバチ Tachysphex nigricolor 
nigricolor 雌 １ 匹 と シ モ フ リ チ ビ コ ハ ナ バ チ 











　　8 月 31 日の午前中の１時間の間にトウテイランの
花に静止したハチは５種 13 匹だった。このうち３種
が海浜性種であった。複数個体の訪花が確認されたの
はオオモンツチバチ Scolia histrionica japonica （４
個体）とシモフリチビコハナバチ（６個体）の２種の
海浜性種のみであった。これら２種の他には，イワタ
チビツヤハナバチ Ceratina (Ceratina) iwatai ，エ
ントツドロバチ Orancistrocerus drewseni ，および
アカゴシクモバチ Anoplius reflexus が訪花した。イ
ワタチビツヤハナバチは従来の３か年に渡る琴引浜
での調査で発見されていなかった種であり（中尾ら , 
















































ナバチ Ceratina (Ceratina) satoi が優勢するという
（塩川 , 2014）。平や西神崎では標高 500 m 以上の山地
（権現山および太鼓山，並びに由良ヶ岳など）が水平










スナハキバチ Bembecinus hungaricus japonicus が
京丹後市平で発見された他，注目すべき種として以下
の５種を挙げ，改めて特記しておきたい。
(i) アオスジクモバチ Paracyphononyx alienus (Smith 
1879)：京都府においてはこれまで箱石海岸と京都市
の１か所のみに生息する事が知られており（京都府 , 
2015），琴引浜では 2012 年から 2014 年にかけての調
査で発見できなかった。今回，西神崎と平において各
1個体が採集された。舞鶴市は本種の新産地となる。
( ⅱ ) ヨイヤミコハナバチ Lasioglossum (Evylaeus) 
caliginosum Murao, Ebmer et Tadauchi 2006：東日本冷
温帯の高地に記録される種で（郷右近 , 未発表），最近
の記録でも茨城県では標高 500m 以上（久松 , 2015），
石川県では標高 600m 以上の地域で記録されているが
（笠木・中村 , 2013），より低標高地では分布が確認さ
れていない（笠木・中村 , 2013; 久松 , 2015）。
( ⅲ ) ムナゲメンハナバチ Hylaeus (Paraprosopis) 
munageus Ikudome 2004：京都府初記録。
( ⅳ ) シ ロ モ ン ム カ シ ハ ナ バ チ ヤ ド リ Epeolus 
melectiformis Yasumatsu 1938：Colletes 属（ムカシ
ハナバチ属）に労働寄生する。京都府初記録。
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Fig. 1　Lasioglossum (Evylaeus) frigidum (left) and Scolia histrionica japonica (right) 
on ﬂ owers of Veronica ornata
図１　琴引浜に自生するトウテイランを訪花中のシモフリチビコハナバチ（右）とオオモンツチバチ（左）
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